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朝
日
新
聞
台
北
支
局
長

石
田
耕
一
郎

　

台
湾
で
は
四
月
末
に
配
信
さ
れ
た
、「
人
選
之
人—

—

造
浪
者
」

（W
A

V
E M

A
K

ERS

：
選
挙
の
人
々
）
と
い
う
ネ
ッ
ト
フ
リ
ッ
ク

ス
の
ド
ラ
マ
が
大
ヒ
ッ
ト
し
て
い
る
。
二
〇
二
二
年
に
設
定
さ
れ
た

架
空
の
台
湾
総
統
選
を
戦
う
選
挙
参
謀
た
ち
の
努
力
や
挫
折
が
、
同

性
愛
や
男
女
格
差
と
い
っ
た
ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
絡
む
問
題
と
と
も
に
描

か
れ
る
。
蔡
英
文
総
統
の
後
継
を
選
ぶ
現
実
の
総
統
選
が
二
四
年
一

月
に
予
定
さ
れ
る
こ
と
も
、
人
気
の
背
景
に
な
っ
て
い
る
。

　

蔡
氏
は
五
月
初
旬
、イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
に
「
す
べ
て
の
台
湾
人
が
、

台
湾
の
民
主
主
義
の
『
造
浪
者
』
だ
」
と
投
稿
し
、
人
々
に
観
賞
を

薦
め
た
。「
台
湾
の
民
主
主
義
」
は
、
中
国
に
よ
る
統
一
の
圧
力
を

受
け
る
蔡
政
権
が
、
国
際
社
会
で
仲
間
を
得
る
た
め
に
掲
げ
て
き
た

旗
印
だ
。

　

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト
が
三
年
連
続
で
共
同
声
明
に
「
台
湾
海
峡
の
平
和

と
安
定
の
重
要
性
」
を
盛
り
込
ん
だ
五
月
二
〇
日
、
台
湾
外
交
部
も

次
の
よ
う
な
コ
メ
ン
ト
を
発
表
し
た
。「
台
湾
は
Ｇ
７
な
ど
の
理
念

の
近
い
国
々
と
協
力
を
続
け
、
権
威
主
義
の
脅
威
に
立
ち
向
か
う
」。

今
回
の
共
同
声
明
に
は
「
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
」
の
前
に
初
め

て
、「
国
際
社
会
の
安
全
と
繁
栄
に
不
可
欠
な
」
と
い
う
言
葉
が
加

え
ら
れ
た
。
外
交
部
は
こ
の
く
だ
り
に
も
触
れ
、「
台
湾
の
安
全
が

す
で
に
世
界
的
な
議
題
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
だ
」
と
訴

え
た
。
過
去
の
反
応
に
比
べ
、
Ｇ
７
の
台
湾
支
持
が
固
め
ら
れ
て
い

る
と
の
自
信
が
に
じ
む
表
現
だ
。

　

台
湾
情
勢
を
め
ぐ
る
Ｇ
７
の
姿
勢
は
、
こ
こ
数
年
で
激
変
し
た
。

米
中
対
立
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
が
大
き
な
要
因
で
は
あ
る
も
の
の
、

い
し
だ　

こ
う
い
ち
ろ
う　

一
九
七
二
年
生
ま
れ
。

九
七
年
大
阪
外
国
語
大
学
卒
、
朝
日
新
聞
社
入
社
。

大
阪
、
東
京
の
社
会
部
で
主
に
警
察
や
司
法
を
担
当

後
、
二
〇
〇
七
～
〇
八
年
に
北
京
の
清
華
大
学
国
際

問
題
研
究
所
に
留
学
。政
治
部
自
民
党
担
当
や
中
国・

瀋
陽
支
局
長
な
ど
を
経
て
、
二
〇
年
九
月
か
ら
現
職
。

著
書
に
『
台
湾
が
め
ざ
す
民
主
主
義 

強
権
中
国
へ

の
対
立
軸
』、
共
著
に
『
紅
の
党
』。

支
援
の「
波
」を
起
こ
し
続
け
ら
れ
る
か

Ｇ
７
サ
ミ
ッ
ト 

世
界
は
ど
う
見
る 

台
湾
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台
湾
が
支
持
を
獲
得
す
る
た
め
に
続
け
て
き
た
努
力
も
見
逃
せ
な

い
。

　

台
湾
は
一
六
年
の
蔡
政
権
の
発
足
後
、
ア
ジ
ア
初
と
な
る
同
性
婚

の
法
制
化
や
、
立
法
院
（
国
会
）
や
地
方
議
会
の
女
性
議
員
増
、
行

政
情
報
の
公
開
な
ど
に
努
め
て
き
た
。
主
要
国
と
外
交
関
係
が
な
い

中
で
中
国
の
反
発
を
受
け
に
く
い
議
員
外
交
に
狙
い
を
定
め
、
蔡
氏

や
頼
清
徳
副
総
統
が
訪
台
議
員
と
直
接
会
い
、
台
湾
海
峡
の
現
状
を

訴
え
続
け
た
。
政
権
は
ま
た
、
台
湾
企
業
が
圧
倒
的
な
シ
ェ
ア
を
誇

る
半
導
体
製
造
の
分
野
で
、
世
界
的
な
半
導
体
メ
ー
カ
ー
「
台
湾
積

体
電
路
製
造
」（
Ｔ
Ｓ
Ｍ
Ｃ
）
に
よ
る
日
米
へ
の
工
場
進
出
を
認
め
、

世
界
の
自
動
車
向
け
半
導
体
の
安
定
供
給
に
も
尽
力
し
た
。

　

一
連
の
取
り
組
み
の
結
果
、
懸
念
さ
れ
て
き
た
安
全
保
障
面
の
脆

弱
性
に
は
改
善
の
兆
し
が
見
え
る
。

　

バ
イ
デ
ン
米
政
権
は
今
年
、
議
会
超
党
派
の
支
持
を
背
景
に
、
今

後
五
年
間
で
最
大
一
〇
〇
億
ド
ル
の
軍
事
資
金
援
助
を
盛
り
込
ん
だ

法
律
を
成
立
さ
せ
た
。
台
湾
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
欧
米
に
求
め
た
ほ

と
ん
ど
の
兵
器
に
つ
い
て
、
米
国
か
ら
購
入
の
合
意
を
取
り
付
け
済

み
だ
。
英
仏
や
カ
ナ
ダ
が
軍
艦
を
台
湾
海
峡
に
派
遣
し
、
日
本
も
台

湾
有
事
を
に
ら
ん
だ
防
衛
整
備
に
か
じ
を
切
っ
た
。
台
湾
の
シ
ン
ク

タ
ン
ク
「
国
家
政
策
研
究
基
金
会
」
の
掲
仲
副
研
究
員
は
「
対
中
抑

止
力
は
確
実
に
高
ま
っ
て
い
る
」
と
分
析
す
る
。

権
威
主
義
に
負
け
ぬ
た
め
の
行
動
と
は

　

一
方
で
、
国
際
的
に
孤
立
さ
せ
ら
れ
た
ま
ま
だ
と
い
う
現
状
へ
の

不
満
は
根
強
い
。
台
湾
は
蔡
政
権
の
七
年
間
で
九
ヵ
国
か
ら
断
交
さ

れ
、
世
界
保
健
機
関
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
や
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定
（
Ｃ

Ｐ
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
な
ど
へ
の
参
加
も
メ
ド
が
立
た
な
い
。
最
大
野
党
・
国

民
党
系
の
政
治
学
者
、
趙
春
山
・
淡
江
大
学
名
誉
教
授
は
「
多
く
の

国
は
、
対
中
関
係
へ
の
影
響
を
考
慮
し
な
が
ら
、
口
先
で
は
『
台
湾

支
持
』
を
唱
え
る
。
で
も
、
台
湾
が
求
め
て
い
る
の
は
多
国
間
の
枠

組
み
へ
の
参
加
な
ど
、
制
度
上
の
保
証
だ
」
と
言
う
。
こ
う
し
た
見

方
は
台
湾
社
会
で
も
決
し
て
少
数
派
で
は
な
い
。

　

Ｇ
７
は
今
回
の
共
同
声
明
で
「
自
由
で
開
か
れ
た
イ
ン
ド
太
平
洋

を
支
持
し
、
力
や
威
圧
に
よ
る
一
方
的
な
現
状
変
更
の
試
み
に
反
対

す
る
」
と
も
記
し
、
Ｇ
７
構
成
国
以
外
と
の
取
り
組
み
を
誓
っ
た
。

ド
ラ
マ
「
人
選
之
人—

—

造
浪
者
」
で
は
、
野
党
の
広
報
担
当
者

で
あ
る
主
人
公
が
、
選
挙
集
会
で
「
何
も
し
な
か
っ
た
ら
負
け
る
だ

け
だ
」
と
、
作
品
を
貫
く
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
叫
ぶ
場
面
が
あ
る
。
次
期

総
統
選
で
は
対
中
政
策
が
大
き
な
争
点
だ
。
公
約
を
推
敲
し
て
い
る

与
野
党
の
候
補
者
も
、
投
票
先
を
意
識
し
始
め
た
有
権
者
も
、
中
国

の
動
向
を
に
ら
み
つ
つ
、
Ｇ
７
が
今
後
、
ど
ん
な
具
体
的
行
動
を
と

る
の
か
に
目
を
こ
ら
し
て
い
る
。
●




